
エ コツー リズムの定義 と分類 に関す る検証

verificationonDefinitionsandCategoriesofEcotourism

貝 柄 徹 ・礒 罵 喜 規

要 旨

団体旅行か ら個人旅行、手配旅行 な どで一通 りの主要観光 地をめ ぐ り終 えた一部 の

ツー リス トは俗 に言 う 「秘境」へ足 を踏み入れだ した。 この ような時期 ゆえマス ・ツー

リズムは、次 の観光形態の創出 という時期 に来ている。通常の観光 に飽 きた人 々や環境

問題に興味ある人々がstudytour,naturetour,volunteertour,studenttourな どに参

加する ようにな り、オルタナティブ ・ツー リズム(alternativetourism:も う一つの観

光、新た な観光)と いう概念が生 まれ、極めてラチ ュー ドの広 いエ コツー リズ ムに発展

した。 しか し諸団体、諸機 関によって提唱 されたため、エ コツーリズムの定義が曖昧な

まま認知 されて しまった。本稿 では、エコツ`.リ ズムの概念が生 まれるまでの経緯 とそ

の定義 について、現状の整理 を行 うことを 目的 とした。様 々な団体 、機 関のエ コツー リ

ズムに対する定義を明確 にし、エ コツアーの事例や朝 日新聞 に連載 された記事の分析 か

ら検証 を行った。「持続可能な観光」 を模索す る今後 の展 開を検討す る材料 とした。

キ ーワ ー ド エ コ ツー リズ ム ・持 続 可 能 な観 光 ・エ コ ツアー

1.は じめ に

1980年 代初頭、 リサイクル、 自然保護運動、地球環境 や生態系 の保全 といった環境 を

重視す る気運の高 ま りと観光形態の多様化が結合 し、新 たな観光旅行の形が始 まり出し

た。団体旅行 が中心のマス ・ツー リズムには じま り、個人旅行、手配旅行 などで一通 り

の主要観光地 をめ ぐり終 えた一一部のツー リス トは俗 に言 う 「秘境」へ足 を踏み入 れだし
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た。本 来、秘境への訪問は、動植物学や文化人類学な どの研究者 による野外調査 が主で

あ り、研究者 を目的地へ案内す る現地でのコーディネーターやガイ ドといったビジネス

も極めて小規模 なものであった。そ ういった様子 がテ レビ、雑誌 などのマス コミ報道に

よって紹介 され、通常の観光 に飽 きた人々が訪 れ始 めた。 それ に伴い現地では、 コー

デ ィネーターやガイ ドのみな らず、受 け入 れ機関、宿舎 など様 々なビジネスの拡大が迫

られた。秘境 を観光する 目的 も、通常行けない所 を訪問 したい という一義的な ものか ら、

自分の趣味や アイデ ンテ ィテ ィの確 立 といった動植物の観察 などを主 とするstudytour

やnaturetour、 植林や井戸掘削 などのvolunteertour、studenttourな ど百花績乱的

な様相 を呈 し始めた。業者が対象 とする年齢 ・職業 は、定年後の余暇を裕福 に過 ごす熟

年層か ら学生 まで多岐にわたる。

従来型の確立 されたマス ・ッーリズムの形態 に揺 らぎはないが、次の観光形態の創出

とい う観点か ら前述の ようなツアーが様 々な業界 ・団体等で企画 される ようになってき

た。場合に よっては、マス ・ツー リズムのサブ ・システム とす る範躊 もあ り、 これ らの

ツアーの総称 をエ コツー リズム とす る気配がある。本稿の 目的 は、極めてラチュー ドの

広いエコツー リズムの概念 とその定義について現状 の整理 を行 うことで、今後の展開を

検討する材料 とすることにある。

2.エ コ ツー リズ ム概 念 の 経 緯

(1)マ ス ・ツーリズムか らの移行

1970年 代 は世界各国で多 くの環境 問題 が発生 した年代で、 こう した社会背景 を受け、

1972年 にスウェーデンのス トックホルムで国連人間環境会議(通 称 「ス トックホルム会

議」)が 開催 された。 自然 にや さ しい観光、環境 にや さ しい観光、地球 にや さ しい観光

など自然環境や野生生物 の保護への動 きの出発点 となる。本会議は、ユネス コによる世
1)

界 遺 産 条 約 や 国際 自然 保 護 連 合(IUCN:InternationalUnionforConservationof
2)3)

NatureandNaturalResources)に よる ワシ ン トン条約 の誕 生 の 契機 とな り、 国連環 境
4)

計 画(UNEP:UnitedNationsEnvironmentProgramme)を 創 設 し、文 明観 の変質 を

もた ら した(岡 本2001、 吉 田2003な ど)。

か よ うな前段 階 を経 て、1980年 に国際 自然 保 護連合(IUCN)、 国連 環境 計 画(UNEP)、
5)

世界 自然保護基金(WWF)の3つ の機関が共 同で 「世界環境保全戦略(WCS)」 を発

表 した。副題は 「持続可能な開発のための生物資源の保全」 となってお り、人類生存の

ための 自然資源 の保全 の概念 を公表 した。一般 にこの戦略が 「持続可能な開発sustain-

abledevelopment」 の理念の提唱で、エ コツー リズムの世界的展 開の きっかけ とされ る。

しか しエコツー リズム概念の登場は1980年 代後半 とする説(吉 田2003)も ある。その

ため年代 について明確 な断言はできないが、おお よそ この頃、マス ・ツーリズムによる
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多大な観光収入が得 られる一方、 自然地域 に対す る急激 な開発や観光客の増加 で、 自然

環境や地域文化が少 なか らず破壊 され、その批判が相次いで きた。そのために、マス ・

ツー リズムに変わる脱産業社会的価値観 に沿 った新 たな観光(オ ル タナテ ィブ ・ツー リ

ズムalternativetourism:も う一・つの観光、新 たな観光)が 生 まれて きたと考 え られる。
6)

日本では環境庁が1990年 に 「熱帯地域生態系保全 に関する取 り組み」 の中でエコツー

リズムを提唱 したのが最初であ り、 これ以降、様々な機関、団体 によって変容 を遂げて
7)

きた。農林水産省は、1992年4月 、イギリスのruraltourism,sustainabletourism、 イ

タリアやスペイ ンのagrotourismを モデルに、構造改善局長の私的諮 問機関 としてグ

リーン ・ツー リズム研究会 を設置 した。そ こでは、マス ・ツー リズムか ら一歩踏み込ん

だグリー ン ・ツー リズムを提唱 し、農山漁村の活性化、都市 と農 山漁村 の共存 関係の構

築、農 山漁村地域 における自然、文化等の交流 を楽 しむ滞在型の余暇活動 といった取 り

組み と定義づけている。そ して1995年4月1日 に 「農山漁村滞在型余暇活動のための基

盤整備の促進 に関する法律」 を施行 している。この法律 は、以下の2点 か らなっている。

①農村滞在型余暇活動 につ いて都道府県基本計画 と市 町村 計画 を策定す る。②農林漁業

体験民宿 の登録制度 をつ くり、登録標識 を掲示す る。そのため欧米型 と区別 し、「日本

型 グリー ン ・ツー リズム」 として分類 している(井 上 ほか1996、 脇 田 ・石原1996、

吉田2003、 山崎2004、 小方2004な ど)。 また横 山(2002)も ヨーロッパのグリー

ン ・ッー リズムは、 ソフ ト ・ツーリズムと同義語で、単 なる農村観光、農業体験観光で

ない ことを明記 し、 「発展途上国な らびに途上地域 の自然保護 と地域社会 に寄与すべ き

エ コツー リス トの存在」がエ コツー リズムの成立条件 と言及 している。
8)

社 団法人 日本旅行業協会(JATA)は1993年 に 「地球 にや さしい旅人宣言」 を発表 し、

自然観察主体のエ コッァーを企画 し始めた。運輸省(現 ・国土交通省)も1995年 に国内

観光推進協議会エ コツー リズム ・ワーキ ンググループを設置 し、モデル地域 における振

興方策の検討 を開始 した。

1998年 には全 国組織のエ コツー リズム推進協議会(以 下JESと 称す)が 設立 された。
9)

その後2002年 に 日本エ コツーリズム協会へ改名 し、2003年 にはNPO(特 別非営利活動)

法人 となった。JESは エ コツーリズム を 「地域 の 自然や文化への理解 を深 め、 そのよ

りよ り保全 とゆ とりある活用 により、みずみず しい観光 と産業を持続的 に発展 させ る運

動」(季 刊ECOッ ー リズムの裏表紙)と 捉 え、後述す る定義を提唱 した。 この ような

時運 を受けて、環境省 が、2003年11月 に 「エ コッー リズ ム推 進会議」(議 長:小 池環境

大 臣)を 設置 した。本会議 は、「環境保全 を実践す る活動、農林業体験 を通 じた 自然へ

の理解 を深め る活動 なども含 めて捉 え、普 及定着 を 目指す」(環 境省 の ウェブサイ ト)

環境教育の推進 を目的 としている。 日本では1990年 代後半 に明確 な定義が ない まま、エ

コツー リズム とい う語が諸機 関によって提唱 され、認知 されて きた。
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(2)近 年の研究

従 来、観光政策や交通面か らエコツーリズムの概念や課題 を論 じた もの(武 田1994、

千葉2005な ど)が 多か ったが、2001年 、地理科学学会の秋季学術 大会で 「エ コッー一

リズムを考える一 自然保護 と地域経済の両立をめ ぐる諸問題一 」のシンポジウムが開催

され た(淺 野 ・フンク2002)。 「持続可能な開発」 とい う基本的理念 の整理が フンク

(2002)に よって、 またヨー ロッパの グリー ン ・ツー リズム と ドイツのエ コツー リズム

の事例が横 山(2002)に 紹介 されている。

2002年 は、国連が 「国際エ コツー リズム年 と国際山岳年」 として焦点 をあて、8月 に

南 アフリカ共和国の ヨハネスブルクで 「環境 サ ミッ ト」 を開催 した。2つ の国際年のい

きさつ、取 り組み、 そ して世界の山岳地域 に山積する課題 につ いて渡辺(2002)が 概観

を論 じている。 また北海道のエ コツー リズム実践のための ガイ ドライ ンについて地理学

の立場か ら小野(2002)が 論 じた。

このような時局ゆ え、岩波書店の月刊科学 も 「エ コツー リズ ムの展望一 楽園へ の道」

と題す る特集を2002年 に組んでいる。 山田(2002)は 、生態資源の面か らエ コツーリズ

ムの将 来を模索 し、北尾(2002)は 、都市 と農村 との新 たな結 びつ きに期待 している。

石森(2002)は 、地域主導の 「自律 的観光」の重要性 を説 き、下村(2002)は 、社会 シ

ステム としてのエ コツアーのモデル化 を論 じている。意外 な側面で は松林(2002)が 、

疾病面か ら生態系 を論 じている。

政治社会面的な側面か ら山下(2002)は マ レーシアのサバ州 を、速見(2002)は タイ

の山岳少数民族 を事例 に論 じている。

本特集では、エ コツアーの実践事例の紹介 も多 い。大野(2002)は エ コツアーガイ ド

について、中井(2002)は エ コツアーのガイ ドラインについて、奥田(2002)は 日本の

エ コツアーの概要 につ いて簡単 に紹介 してい る。 また鈴木(2002)は イン ドネシア、マ

レーシアの植物観察の観点か ら、安 間(2002)は ボルネオ島の動物観察の観点か ら新 し

いエ コッー リズムを説 いている。

最後 に国内のエ コツアーの事例研究 をあげてお く。釧路湿原(幸 丸1992)、 白神 山

地(牧 田2002a、2002b,牧 田ほか2002)、 白山(小 宮 山2002)、 小 笠原諸島(中 井

2002、 可知2002)、 宮 島(淺 野2002)、 屋久 島(野 間2002)な どの著名なエコツ

アー地が随分 と紹介 されて きた。

(3)エ コツーリズムの定義

前述 したように、様々な立場、機関、 団体 か らの切 り口があ り、エ コツーリズムの定

義 については、 まだ明確な ものはない。小林(2002a)は 、科学的環境保護分野の団体 、

国際援助機 関、開発途上国、旅行業界 の4団 体 ・機 関による立場の違いが定義 を多様 に
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した理 由としている。 しか し観光学や環境論の学識経験者 ・研究者による定義 もこれに

加えなければならず、 より複雑 な様相 を呈する。 ここでは代表的な定義例 をい くつか紹

介す る。

エ コッー リズム とい う語は1983年 にメキ シコの建築家ヘクター ・セバロス ・ラス クラ

イ ンが初めて使 った とされる。彼 自身による造語 で、当初 は冒険旅行的な範躊であ った

が、1988年 、1993年 に改 めて定義 し直 された。1993年 の定 義で は、「風景 や野生植 物、

動物お よび見いだ された現存の文化創造物(過 去お よび現在の もの)を 特別 に研 究、鑑

賞、享受する 目的で比較 的荒 らされていない、 もしくは汚染 されていない地域 を旅す る

こと」 としている。

また現在、最 も標準 的な ものは、エ リザベス ・ブー(Bool991)が 提唱 した 「保護

地域のための資金 を作 りだ し、地域社会の雇用 を創 出 し、環境教育 を提供す ることによ

り、 自然保護に貢献す る自然志向型の観光 である。」 とされる。

一方
、 自然保 護関連 では、国際 自然保護連合(IUCN)の 定義 が代 表的で1992年 に

「エコツー リズムは、比較 的乱 されていない 自然地域 の中で、景観 や野生の動植物 を観

察 し、研 究 し、楽 しみ、 また、その地域 に存在す る過去 と現在の文化 的特色 を対象 とす

る特別 の 目的 をもった旅 を含 む観光である。」 としている。マ レーシア ・サバ州の ガイ

ドラインは、 この国際 自然保護連合 の定義 に即 している。
ユゆ

国際 エ コツー リズ ム協 会(TIES:TheInternationalEcotourismSociety)は 、 よ り

明確 か つ 単 純 に 「環 境 の保 全 が な され 、 地域 住 民 の福 利 に貢 献 して い る 自然 の地 域 へ 、
11)

責任 をもって旅す るこ と」 とし、オース トラリアエ コッー リズム協会(EAA)も 「環

境 と文化 を理解 し、感謝 と保全 に育み、 自然地域 での体験 を主 目的 とする生態系 に配慮

した旅」 と同様である。
ユ　　

一方、 日本 自然保護協会(NACS-J)は 「旅行者が、生態系や地域文化 に悪影響 を及

ぼす ことな く、 自然地域 を理解 し、鑑賞 し、楽 しむことがで きる よう、環境 に配慮 した

施設お よび環境教育が提供 され、地域の 自然 と文化の保護 ・地域経済 に貢献することを

目的 とした旅行形態」 としている。また日本 エコツー リズム協会(JES)も 同様 といえ

る 「① 自然 ・歴史 ・文化な ど地域 固有の資源 を生か した観光の成立、②地域 固有資源の

保護 ・保全、③地域経済へ の波及効果の実現」を示 している。

旅行業界では、多 くの国で観光 に携わっている機関が定義 を示 している。米 国旅行業
ユヨ　

者協会(ASTA:AmericanSocietyofTravelAgents)の 定義 は、 「エコツー リズムは、

環境 との調和 を重視 した旅行、す なわち野生の 自然その ものや環境 を破壊せず に自然や

文化 を楽 しむことを目的 としている。」 としてい るが、 日本では、その定義は よ り商業

的 といえる。社団法人 日本旅行業協会(JATA)は 、以下6つ の要素の内、一つで入 っ

ておれ ばエ コッー リズム と認識 して良いことになっている。①旅行者 の教育、②絶滅 に
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瀕 した動植物 の保護、③文化 ・歴 史的環境保全への貢献、④専 門ガイ ドの利用、⑤地元

社会の利益、⑥ ゴミの削減 と最小 限のイ ンパ ク ト

以上の定義か らキーワー ド 「自然環境 の保全」、「地域社会へ の利益還元」、「責任ある

旅」、に大別 し、分類 を試みた(表1)。 試行錯誤 を経なが ら、時代 と地域にあわせて変

容 してきたが、いわゆる自然保護団体 は、概 して明確 な定義 を有 してお り、旅行業界な

どは、柔軟 な対応 をしていることが明白となった。

表1エ コツーリズムの定義要素

自然環境の保全 利益還元 責任ある旅

学 識 経 験 者 ・研 究 者

H.C.Lascurain

E.Boo

○
○ 0

自然保護関連

国際 自然保護連合(IUCN)

国際エ コツー リズム協会(TIES)

オース トラリアエ コツー リズム協会(EAA)

日本 自然保護協会(NACS-J)

日本エ コツー リズム協会(JES)

○

○
○
○

○

0

○
○

○
○

○
○

旅行業界

米国旅行業者協会(ASTA)

日本旅行業協会(JATA)
*

0
*

0
　

○
○

*1点 で も適用 されておれば よい。

3.朝 日新 聞連載 記事 か ら見 たエ コッー リズ ム

(1)概 略 と世界の分析

朝 日新 聞は2003年10月2日 か ら2004年10月14日 まで、木曜 日の夕刊 に全49回 か ら構成

され る連載記事 「エ コツー リズムのススメ」 を特集 した。その記事 の内容について、対

象 国、対象地域、3段 階のテーマ、エ コツアー紹介の有無 について分類 を行 った(表2)。

筆者は石森秀三氏(国 立民族学博物館教授)、 海津 ゆ りえ氏(資 源デザイ ン研究所代表)、

真板昭夫氏(京 都嵯峨芸術大学教授)の3名 で、49回 の全連載 の内、石森氏 と海津氏が

それぞれ18回 、真板 氏が13回 を担当 してい る(表3)。 限定 された著者、スペ ース、期

間ゆえ、この情報のみでエ コツー リズムの概 要を議論す る危険性 は承知 してい る。 しか

し新聞 という一般人向けの媒体であることか ら一連の方向性 をとらえる材料 と考えた。

対象国は49回 の内、 日本が21回 、以下ニュージーラン ドの5回 、エクア ドル、オース

トラリアの4回 、 ブラジル、マ レー シアの3回 、 コス タリカ、 中国、 ボスニ ァ ・ヘル

ツェゴビナの2回 、 フィジー、 ナウル、 フラ ンスの1回 と各人の専門分野や訪問先 など
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の違いが反映 し、多岐 にわた る(表4)。 対象 国 という意味では 日本が最多(石 森氏3

回、海津氏10回 、真板氏8回)と はなるが、 日本のエコツアーの紹介が全部で12回 とい

うのは、相対的に海外 に比べて対象地域が少 ないこ とを示 している。

日本の次 に多 く書かれたニュージーラン ドは、小 さい国なが ら日本 と同 じ湿潤変動帯

に位置するため、 山岳地帯、降雨林帯、氷河、 フィヨル ド、活火 山など種 々の地形 に富

んでいる。 しか し本記事では、石森氏 しか取 り上げてお らず、大半がオタゴ半 島の動物

保護区(ペ ンギ ンとアホウ ドリ)に ついてであった。概 して 自然景観 よりも動植物 に主

点 を置 くのは、マス コミの報道同様、一般 に認識 されやすいためであろう。

エクア ドルは中米 において、 コス タリカと並ぶエ コッー リズム推進 国である。 しか し

記事 の対象 地域 は太平 洋上 の ガ ラパ ゴス諸 島 のみ であ った(伊 藤2002bも 参 照)。

チ ャールズ ・ダーウィンが ビーグル号航海(1831～1836年)で 「種 の起源」の基本理念

である進化論の ヒン トを得た場所で、世界遺産の第1号 で もある。 ゆえに動植物のみの

テーマではな く、国家 による保全体制の記事が主 となっている。

オース トラリアは、豊富な 自然資源 とそれ を保全 してゆ く管理体制が明確 な もっとも

進 んだエ コツー リズム推進 国の一つで もある。小林(2002a、2002b)・ スー ・ビー ト

ン(2002)に 、詳細 な具体事例 やガイ ドラインの紹介が ある。 日本以外では唯一、三氏

ともこの国をあげてい る。地域(カ カ ドゥ国立公園 ・フレーザー島 ・モ ンレポスビーチ)

も異 な り、テーマ も分散 している。

以下、ブラジル、マ レーシア、 コス タリカ、 中国、 ボスニア ・ヘルツェゴビナ、 フィ

ジー、ナ ウル、 フラ ンスはニュージー ランド同様、一人の著者 による記事であった。一

部 を簡単に紹介 してお く。

ブラジルは、海外エ コツー リス トに一番人気であるアマ ゾン地帯があ る。 また、世界

一の規模 を誇 るパ ンタナール湿原 には
、南米 の野生生物が集 中 して生息 してい るこ とか

らマスコ ミ他の特集が よく組 まれている(仁 平2003な ど)。

マ レー シアは比較 的早 い段 階 で、マ レー シア旅行 業界(MATTA:Malaysian
14)

AssociationofTourandTravelAgents)と 環境 団体 の協 力 に よ って、 国 主導 のエ コ

ツー リズ ム政 策 が行 なわ れて きた。 ボ ルネ オ 島で の リバ ー クルー ズ に よるオ ラ ウー タ ン

な どの 野生 生 物 に 出会 え る ツアー は、エ コツ`.リ ス トの み な らず 、近 年 で は距離 的 に近

い こ ともあ り日本 か らのマ ス ・ツー リズ ム の対象 地 とも なっ てい る。

コス タ リカ は 国土 の約25%が 環 境 保 全 地 域 に指 定 され て お り、 地 球 上 の全 動 植 物 の

約5%が 生 息 して い る と言 われ てい る。 そ の ため 「エ コ ッー リズ ム の メ ッカ」 と呼 ばれ

るほ どエ コツ ー リズ ムが 発 展 し、 国 もエ コ ツー リズ ム に よ る経 済 効 果 に期 待 して い る。

内村(1992)は 詳 細 な事 例 を、 池 田(2002)は 実践 論 を簡 単 にあ げ てい る。 数多 くあ る

保 護 地域 の 中で も、 モ ンテベ ルデ ・ク ラ ウ ドフ ォ レス ト自然 保 護 区で は、 ケ ッ ァール や
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表2朝 日新聞 「エ コツー リズムのススメ」の分類表(日 付順)

No.掲 載 年 月 日 国 地 域 著 者

1

2

3
4

5

6

7

8

9
10

11

12

13

14

15

16

17

18

19
20

21

22

23

24

25

26
27

28

29

30

31

32

33

34

35

36
37

38

39

40

41

42

43
44

45

46

47

48
49

2003.10.02

2003.10.09

2003.10.16

2003.10.23

2003.10.30

2003.11.06

2003.11.13

2003.11.20

2003.11.27
2003.12.04

2003.12.11

2003.12.18

2003.12.25

2004.01.08

2004.Ol.15

2004.Ol.22

2004.Ol.29
2004.02.05

2004.02.12

2004.02.19

2004.02.26

2004.03.04

2004.03.11

2004.03.18
2004.03.25

2004.04.01

2004.04.OS

2004.04.15

2004.04.22

2004.05.06

2004.05.13

2004.05.20

2004.05.27

2004.06.03

2004.06.10
2004.06.17

2004.06.24

zoa4,07.of

2004.07.08

2004.07.15

2004.07.22

2004.07.29

2004.08.19
2004.09.02

2004.09.09

2004.09.16

2004.09.30

2004.10.07
2004.10.14

ド

ド

ド

ド

ド

ナ

ナ

　

　
蝋
　
ー

　
劔蕪
　

灘

霧
　
躰躰躰躰　
帽躰灘

轟

　　難
　　　　繍
　灘撫
雛
　　　　鞍

離
欝
難
欝
灘
鐵
難
鱗
鰍難
熱
難
灘
難
薩
轟
講
鰍灘
麟
羅

大 テ ー マ

欝

欝

饗
㈱蕪
騰
編
轍饗
羅

蠕隷

灘

繋

蠕騰蕪

鰯

中 テ ー マ

ホ タル

湿原ブ
ナ

民家
砂浜美術館
国立公園

国立公園 ・生物 多様性
村の生活
野生動物

管理型観光資源管
理

島まるご と館
外来種駆除

ホ タル
牧草地
海鳥
イル カ

動物動物

水生生物
鳥

動物
宿泊体験
宿泊体験自然林

野草

巨木 ・キ ッネ巨木

島民の生活変化(マイナスイメージ)
国立公園
岩壁画
国立公園
ウミガメ
ペ ンギン
ペ ンギン

アホウ ドリ
アホウ ドリ
宿 泊体験
野生生物

生活の知恵
阿波晩茶

地域の 「宝」

地域博物館(エ コ ミュゼ)宿泊体験

アーバ ンエ コツーリズム
祭

希少動物の保護
建築物
鍾乳洞

小 テ ーマ エコッァー 生物系

オオシママ ドボタル
水鳥 ・水生生物

ホ タル
ニ タ リク ジ ラ

マヌエ ル・ア ン トニオ国立公 園

ブラウ リオ・カリーリ ョ国立公園

ア ホ ウ ドリ ・グ ンカ ン ドリ

ゾウガメ

ダイ トウオオ コウモ リ

ヒメボ タル

ウ トウ

ナマ ケ モ ノ
メガネカイマン(ワニ)・カピバラ(ネズミ)

ズ グ ロハ ゲ コウ

リバ ー クル ー ズ

ス ロー な生 活

結 婚 式
ミズ ナ ラ ・ブ ナ

アホウ ドリ

環境教育 ・観光振興

生態学
野生動物の保護

海 鳥
海 鳥

ガーデニング

オヤマボクチ(アザ ミ)・ネンネンボウ餅

地域博物館

旧盆行事 「ソールアンガマー」
ガラパ ゴスゾウガメ

宿泊体験

○
○

0

○
○
○
○

○
○
○

0

0

○
○

○
○
○

0

○
○
○
○
○

0

O

0

○
○

○
○

0

0

O
O
O
O

O
O
O
O
O
O
O

0

0

○
○
○
○
○

0

0

〉

嶺
響

①
姫
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表3朝 日新聞 「エ コツー リズムのススメ」の分 類表(著 者別)

No.著 者 国 地 域 掲載年月 日 大 テーマ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

1$

ユ

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

石森秀三

石森秀三

石森秀三

石森秀三

石森秀三

石森秀三

石森秀三

石森秀三

石森秀三

石森秀三

石森秀三

石森秀三

石森秀三

石森秀三

石森秀三

石森秀三

石森秀三

石森秀三

海津ゆりえ

海津ゆりえ

海津ゆりえ

海津ゆりえ

海津ゆりえ

海津ゆりえ

海津ゆりえ

海津ゆりえ

海津ゆりえ

海津ゆりえ

海津ゆりえ

海津ゆりえ

海津ゆりえ

海津ゆりえ

海津ゆりえ

海津ゆりえ

海津ゆりえ

海津ゆりえ

真板昭夫

真板昭夫

真板昭夫

真板昭夫

真板昭夫

真板昭夫

真板昭夫

真板昭夫

真板昭夫

真板昭夫

真板昭夫

真板昭夫

真板昭夫

日本

日本

日本

コスタリカ

コス タリカ

ナウル共和 国

オース トラリア

オース トラリア

ニユー ジー ラン ド

ニュー ジーラ ン ド

ニュー ジーラ ンド

ニュー ジーラ ンド

ニユージーラン ド

フランス

中国

中国

ボスニア・ヘルツェゴビナ

ボスニア・ヘルツェゴビナ

日本

日本

ブインー

エ クア ドル

エ クア ドル

日本

日本

日本

ブラジル

ブラジル

ブラジル

日本

日本

オース トラリア

日本

日本

日本

エ クア ドル

エ クア ドル

日本

日本

日本

日本

マ レー シァ

マ レー シア

マ レー シァ

日本

日本

オース トラリア

日本

日本

西表島

磐梯山

高知県大方町
コスタリカ

コスタリカ

ナウル島

カカドゥ国立公園

カカドゥ国立公園

オタゴ半島

オタゴ半島

オタゴ半島

オタゴ半島

クライス トチャーチ

フルミ ・トレロン

白華村

雲南省 ・麗江

サラエボ

プリヴァ川

白神山地

徳島県美郷村
アンバザ村

ガラパ ゴス諸島

ガラパゴス諸島

小笠原諸島

阿蘇カルデラ

御蔵島

アマゾン川流域
パンタナール湿原

パンタナール湿原

徳島県上勝町

御蔵島
フレーザー島

軽井沢

徳島県上勝町

西表島
ガラパ ゴス諸島

ガラパゴス諸島

南大東島

岩手県二戸市

天売島

京都 ・美山町 ・芦生
ボルネオ島

ボルネオ島

ボルネオ島

秋田・岩手県境・和賀山塊

奥多摩
モンレポスビーチ

東京都桧原村

岩手県二戸市

2003.10.02

2003.10.09

2003.10.30

2003.11.06

2003.ユ1.13

2004.04.22

2004.05.06

2004.05.13

2004.06.03

2004.06.10

2004.06.17

2004.06.24

2004.07.01

2004.08.19

2004.09.02

2004.09.09

2004.10.07

2004.10.14

2003.10.16

2003.10.23

2003.11.20

2003.Y1.27

2003.12.04

2003.12.25

2004.01.15

2004.01.29

2004.02.12

2004.02.19

2004.02.26

2004.04.01

2004.04.15

2004.05.20

2004.07.08

2004.07.22

2004.09.Z6

2004.09.30

2003.12.11

2003.12.18

2004.01.08

2004.01.22

2004.02.05

2004.03.04

2004.03.11

2004.03.18

2004.03.25

2004.04.08

2004.05.27

2004.07.15

2004.07.29

動植物
自然景観

自然景観
保全
動植物
生活

保全
建築物
動植物

動植物
動植物
動植物
生活

建築物
生活
生活

建築物
自然景観

動植物
建築物
生活

動植物

保全
保全

自然景観

動植物
生活

動植物
動植物

動植物
動植物
保全

動植物
生活
生活

保全

保全
自然景観
動植物

動植物
動植物
動植物
生活
生活

動植物
動植物
動植物
生活
生活
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表4朝 日新聞 「エコツーリズムのススメ」 の分類表(国 別)

No. 国 地 域 著 者 ・ 掲載年月日 大テーマ

1
2

3
4
5

6
7

8
9
10
11

12
13

14
15

16
17
18

19
20

21

本
本
本
本
本
本
本
本
本
本
本
本
本
本
本
本
本
本
本
本
本

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

1ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド

2ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド

3ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド

4ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド

5ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド

-
漏
9
耐
3

4

1

9
臼
り
0

4

1

り
ρ
り
0

-
⊥

9
白
3

-
⊥
n
∠

1

9
白

エクア ドル

エクア ドル
エクア ドル

エクア ドル

ア

ア

ア

ア

ワ

ワ

ワ

ノ

ラ

ラ

ラ

ラ

ーr
lr
ト

ト

ス

ス

ス

ス

一

一

一

一

オ

オ
オ
オ

㌘ どル
フフンル

ブラジル

マ レ ー シ ァ

マ レ ー シ ァ

マ レ ー シ ア

コス タ リ カ

コス タ リ カ

国
国

中
中

1ボ スニア ・ヘルツェゴビナ

2ボ スニア ・ヘルツェゴビナ

1

1

1

ブ イ ン ー

ナウル共和国

フランス

西表島
磐梯山
白神山地

徳島県美郷村
高知県大方町

南大東島
小笠原諸島

岩手県二戸市
阿蘇 カルデラ

天売島
御蔵島

京都 ・美山町 ・芦生
秋田・岩手県境・和賀山塊

徳島県上勝町
奥多摩
御蔵島
軽井沢

東京都桧原村
徳島県上勝町
岩手県二戸市

西表島

オ タゴ半島

オ タゴ半島
オ タゴ半島

オ タゴ半島
クライス トチ ャーチ

ガラパ ゴス
ガラパ ゴス
ガラパ ゴス

ガラパ ゴス

者島
者島
者島
者島

カカ ドゥ国立公園
カカ ドゥ国立公園

フレーザー島
モ ンレポスビーチ

アマゾ ン川流域
パ ンタナール湿原

パ ンタナール湿原

ボルネオ島
ボルネオ島
ボルネオ島

コ ス タ リ カ

コ ス タ リ カ

白華村
雲南省 ・麗江

サ ラエボ
プ リヴァ川

アンバザ村

ナウル島

フ ル ミ ・ トレ ロ ン

石森秀三
石森秀三

海津ゆりえ
海津ゆりえ
石森秀三
真板昭夫

海津ゆりえ
真板昭夫

海津ゆりえ
真板昭夫

海津ゆりえ
真板昭夫
真板昭夫
海津ゆりえ
真板昭夫
海津ゆりえ
海津ゆりえ
真板昭夫
海津ゆりえ
真板昭夫
海津ゆりえ

石森秀三
石森秀三
石森秀三
石森秀三
石森秀三

海津ゆ りえ
海津ゆ りえ
真板昭夫

海津ゆ りえ

石森秀三
石森秀三

海津ゆ りえ
真板昭夫

海津ゆ りえ
海津ゆ りえ
海津ゆ りえ

夫
夫
夫

刀
口
刀
口
刀
ロ

ロ

ロ

ロ

板

板

板

真

真

真

石森秀三
石森秀三

石森秀三
石森秀三

石森秀三
石森秀三

2003.10.02動 植 物

2003.10.09自 然 景 観

2003.10.16動 植 物

2003.10.23建 築 物

2003.10.30自 然 景 観

2003.12.18自 然 景 観

2003.12.25保 全

2004.01.08動 植 物

2004.01.15自 然 景 観

2004.01.22動 植 物

2004.Ol.29動 植 物

2004.02.05動 植 物

2004.03.25動 植 物

2004.04.Ol動 植 物

2004.04.08動 植 物

2004.04.15動 植 物

2004.07.08動 植 物

2004.07.15生 活

2004.07.22生 活

2004.07。29生 活

2004.09.16生 活

2004.06.03
2004.06.10

2004.06.17
2004.06.24

2004.07.01

2003.11.27
2003.12.04
2003.12.11

2004.09.30

2004.05.06
2004.05.13
2004.05.20

2004.05.27

2004.02.12
2004.02.19
2004.02.26

2004.03.04

2004.03.11
2004.03.18

2003.11.06
2003.11.13

2004.09.02
2004.09.09

動植物
動植物
動植物
動植物
生活

動植物
保全
保全
保全

藝
蠣
生活
動植物
動植物

動植物
生活
生活

保全
動植物

活
活

生
生

2004.10.07建 築 物

2004.10.14自 然 景 観

海 津 ゆ り え2003.11.20

石森秀三

石森秀三

2004.04.22

2004.08.19

生活

生活

建築物
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ひげ鳥などを観賞するバー ドウォッチ ングのエ コツアーがあ り、 この保護区を訪れる観

光客は年間約5万 人、観光収入は約60万 ドル(井 上 ・須 田,2002)で 、近年人気が高い。

以上 のように記事で はいわゆるエ コツー リズムの定番国 をあげてお り、大 きな異論 は

ないが、環境先進国 として世界をリー ドしている ドイッを取 り上げていない。 ドイツの

観光政策面 ほかは、淡野(2004)、 今泉(2002)に 詳 しい。環境資源 を鑑 賞す るエ コツ

アーだけではな く、「環境都市視察」 とい う交通、都市計画、エネルギー、廃棄物、 自

然保護 など、環境 を重視 した改革政策 を行った都市 を見て回るエ コッアーを確立 してい

る。1992年 に行われた第1回 ドイ ツ環境 コンテス トで優 勝 し、 ドイツにおける環境都市

のモデル となったフライブルクなどがその典型 といえる。また近年では ヨー ロッパ鉄鉱

産業の中心地であったルール地方 において、未来に残すべ き 「産業遺産」 として炭坑や
15)

工 場 跡 地 の保全 に着Tし 始 め た(Nordrhein-WestfahlenTourismus)。 新 しいパ ラ ダイ

ム の創 出 をす るべ く文化都 市 と して の確 立 を模 索 してお り、 日本 の進 むべ き方 向 性 の一

助 にな る可 能性 が あ る。

(2)日 本の分析

日本 について書かれた記事21回 を更 に地方 ごとに分類 した(表5)。 一番多 いのが東

北 と関東の5回 、次に四国の4回 、続いて沖縄 の3回 、九州、近畿、 中部、北海道が1

回ずつ となっている。みちの く(東 北)は 、歴史文化 のふ る里 と言われ るゆえの結果 で

あろう。関東 の5回 はすべ て東京都ではあるが、伊豆 ・小笠原諸島な どの離 島が 目立つ。

総数の1/3の 回数 を占める7回 が離島 を扱 ってお り、エコッー リズムの根 強い人気 を示

している。近年の沖縄 ブームを考 えると、西表島 と南大東島のみの紹介 は少々心許ない

感がある。

鹿児 島県の離 島と沖縄県をあわせた南西諸島 という範疇では、動植物 はもちろんの こ

と、サ ンゴ礁 、マ ングローブなどの 自然景観、スローライフ、食文化、長寿県 な ど様々

なキー ワー ドをあげる ことがで き、 日本のエ コツー リズムの模式地 ともな りうる可能性

を有 している。

一見、遠方 と思 える南西諸 島ではあるが、北琉球 に位置す る奄美大島、 中琉球の沖縄

本島、南琉球(八 重山)の 石垣 島をそれぞれハブ空港 とすれば、本土か らのアクセスは

悪 くない。温泉 を中心 とす る東北地方が一部 のマス ・ツー リズムか らの脱却 をはか ろう

とす る試 みは理解で きる。 しか しこうしたパ ラダイムシフ トは、アクセスの観点か らも

多少の時間が必要か も知 れない。

(3)総 括

エコツー リズムの概念が理解 で きて も実例 を見 るという意味では、エ コッアー を体験
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表5朝 日新聞 「エコツーリズムのススメ」分類表(日 本 の地方別)

No.地 方 地 域 離 島 エ コツアー 大 テーマ 掲載年月 日 著 者

1北 海道

9
臼

0
δ

4

r
O

ハ0

天売島

東北 磐梯山

東北 白神山地

東北 岩手県二戸市

東北 秋田・岩手県境・和賀山塊

東北 岩手県二戸市

7中 部

8

9

10

11

12

関東
関東
関東
関東
関東

軽井沢

小笠原諸島
御蔵島
奥多摩
御蔵島

東京都桧原村

13近 畿 京都 ・美山町・芦生

i4

15

16

17

四国

四国

四国

四国

徳島県美郷村
高知県大方町
徳島県上勝町
徳島県上勝町

18九 州 阿蘇 カルデラ

19沖 縄

20沖 縄

21沖 縄

西表島

南大東島
西表島

0

○
○

0

○

○

○

0

0

0

0

0

○
○

0

0

0

○
○

動 植 物2004.01.22真 板 昭 夫

自然 景 観2003.10.09

動 植 物2003.10.16

動 植 物2004.01.08

動 植 物2004.03.25

生 活2004.07.29

石森秀三

海津ゆりえ

真板昭夫

真板昭夫

真板昭夫

動 植 物2004.07.os海 津 ゆ り え

保全
動植物
動植物
動植物
生活

2003.12.25海 津 ゆ り え

2004.01.29海 津 ゆ りえ

2004.04.08真 板 昭 夫

2004.04.15海 津 ゆ りえ

2004.07.15真 板 昭 夫

動 植 物2004.02.05真 板 昭 夫

建築物
自然景観
動植物
生活

2003.iO.23

2003.10.30

2004.04.01

2004.07.22

海津ゆりえ

石森秀三

海津ゆりえ

海津ゆりえ

自 然 景 観2004.01.15海 津 ゆ りえ

動 植 物2003.10,02石 森 秀 三

自 然 景 観2003.12.18真 板 昭 夫

生 活2004.a9.16海 津 ゆ りえ

す ることが手早い方法 とい える。エ コツアーの体、験談が49回 の内、26回(表2)(日 本

は21回 中、12回:表5参 照)を 占めることがそれを支持 している。 また記事全体で多少

な りとも生物系 を扱 っている ものは49回 中、26回(表2)を 占め る(エ コツアー体験 に

関す る記事26回 中、19回)。 一般 に 「エ コツー リズム=環 境」 とい う図式 は明 白ではあ

るが、「環境=自 然景観」ではな く、「環境=動 物」 のイメージが先行 している。動物 を

環境破壊や環境保全の プロパガ ンダのツール とす る事が多 い。1991年 、湾岸戦争時の重

油 にまみれた水 鳥の映像 な どはその好例であろう。

記事 を5つ の大 テーマ(動 植物 ・生活 ・保全 ・自然景観 ・建築物)に 分 けると動植物

21回 、生活12回 、保全7回 、 自然景観5回 、建築物4回 となった(表2)。 これか らも

動植物の根強い、明確 な人気 が読み とることがで きる。 しか し動植物の次 に生活が多い。

保 全 ・自然景観 ・建築物 に関す る記事の数 は筆者 に よってば らつ きが あるのに対 して、

生活 に関す る記事の数は三氏 とも同数である。 また記事 の数の多 さだけを見 て も、動植

物 の次 に三氏 とも多 く、動植物 ほど明確 なアピール度はないが、エ コツーリズムにおけ

る地域の生活 ・文化 に触 れることの重要性 を見て取れる。
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この記事 か ら三氏の考えるエ コツー リズム をとらえてみたい(表3)。 石森氏 は他 の

二氏 よ り自然景観 ・建築物に関する記事 が多い。ここで言 う自然景観 とは主に高原や鍾

乳洞、建築物 とは博物館や美術館 であるが、 これ らか ら石森氏エ コツー リズムの教育面

を とて も重要 と考 えているのではないか と思 われる。海津氏は保全の記事が多 いことか

ら、エ コツー リズムにおいて 自然環境の保護 に重要性 をおいている。真板氏 に関 しては、

他の二氏 よ り記事数が少ないが、動植物 ・生活 に関する記事 の数が変 わ らないことか ら、

三氏の中で最 もエ コッー リズムの定義を 自然環境関係 にあ ると考 えているのではないだ

ろうか。

4.お わ りに

エ コッー リズムの ブーム とともに現在 「持続可能 な観光」の模索 が試み られてい る。

しか し、利害がか らんで くる関係上、エ コッー リズムのすべ てが、持続 可能 な観光 に結

びつ いているとは言 えない現状が存在す る。マス ・ツー リズムとは異 な り、旅 費の単価

レベルが高いこともその原因 となってい る。

伊藤(1991)は 、エ コツアーを整備す る側 の用件 を4つ あげている。①魅力 的な自然

と生物 の存在、②その地の調査研 究が継続 していること、③調査研 究の成果が 自然保護

の中に生 かせ る制度 ・機構 が確立 してい ること、④ ナチュラリス ト ・ガイ ドを制度的に

組み込む こと。 この要件の確認 をすることで受け入 れ側の受容能力 を判 断す ることがで

きる。

しか し短期の滞在では見 えない様 々なアイロニーが生 じている例 もある。山下(2002)

は、マ レー シアのサバ州 におい て、油ヤ シの プランテー シ ョンに よる森林伐採 の結 果、

一部の地域 に野生動物が追い込まれた とい う結果的な 「聖域」の確立や欧米裕福層(元

の支配者層)の 来訪 は単なるノスタルジアにす ぎない点、外部資本 による宿舎の問題の

事例 を紹介 している。 またエ コッー リズ ム人気 によるエ コツアー客 の増大は、地域 の観

光客受容能力の限界やテロや身代金 目当ての誘拐 などの問題 をも孕 んでいる。

筆者 も1992年 と1998年 のイン ドネシァ ・バ リ島海岸 の調査 時に、整備 された美 しい水

田の破壊 を 目撃 した。 「二酸化炭素削減 のためのマ ングローブ植林」 とい う大儀面分で

訪れるボランティア学生のために事前に植林場 を設ける とい うものであった。水耕栽培

はバ リ島の基盤で もあ り、宗教 と儀礼 を重 ん じ、先祖伝来の水 田を維持 ・保全す ること

が美徳 とされる地 においてか ような変貌 はいかが なものか と感 じた。
16)

Ecozy.com「 エ コツー リズム と持続可能 な観 光」 では、観光 に よる好 まし くない影

響 と好 ましい影響 をあげてい る(表6)。 好 ま しくない影響 を皆無 にす るこ とは不可能

であるが、如何 に軽減 させ、好 ましい影響 との調和 を育むことが肝要であろう。

筆者 らは浅学 に して詳細 なエ コツアーの状況 を知 るわけではないが、旅行業者や 自然
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表6観 光がもたらす影響

好ましくない影響 好 ましい影響

自然

社会文化

ごみ ・し尿 問題

交通問題1)

生態系 に与 える問題

水質汚染
エ ネルギー問題(電 気 ・水)

人為的な弊害2)

異なる価値感による住民の変化3)

治安の悪化

疫病

不平等感
インフレ

プライバシー侵害

環境問題への理解

インフラの整備

異文化理解

雇用の創出

生活水準の向上

社会的弱者の地位向上4)
アイデンテイテイの復興 ・確認

ecozy.com(http://ecozy.fc2web.com)よ り筆者改変

1)道 路開通 に伴 う森林伐採 ・渋滞 ・排 ガス問題 な ど

2)タ バ コの火に よる火事 ・土産にす る希少動物 の乱獲 など

3)宗 教 ・タブーの違 いによるもの

4)女 性や老人な どによる現金収入 の道

保護 団体等 の企画す るエ コッアーの中には、まだ まだnaturetourやstudytourの 域

を出ない ものが少 な くない。エコツー リズムの概念 は、ツアー を企画す る営利 ・非営利

団体 だけの ものではなく、受容側では保護 ・保全地域の住民は もとよ り、その地域 を有

する国民すべてが連携 している。オース トラリアやエ クア ドルの事例 を考 えるに国民一

人一人の 自然保護意識の高揚が大 きな体系 を形成す ると考 える。

本稿 は、共著者である礒蔦喜規氏(株 式会社ユ ース トア)に よる2003年 度の地理学演

習IIの レポー トお よび大手前大学人文科学部史学科 に提 出した2004年 度卒業論文の作成

時に収集 した参考資料 を基 に主 に貝柄が作成 した。 しか し目的や問題点 などの骨子部分

に関 しては礒罵氏のオ リジナ リティが反映 している。ただ時間的制限の基 で収集 した文

献 には遺漏があろう。本稿 では、企画側、エ コッー リズムの受容側 を主 に議論 し、参加

者側の議論 を十分 にしていない。文献の遺漏 について ご容赦願 うと同時 にこれ らの点は

今後の課題 としたい。

注釈 と参考 ウェブサイ ト

1)「 世界 の文化遺産お よび自然遺産 の保護 に関す る条約」1972年11月16日 の第17回 ユ ネスコ

総会 で採択。http://www.unesco.jp

2)1948年 に設立 された世界最大の 自然保護機関。http://www.iucn.jp

3)「 絶滅 のお それ のある野生動植物 の種 の国際取 引に関す る条約」1973年3月3日 にワシ ン

トンで採択。http://www.mofa.go.jp
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4)http://www.unep.org

5)世 界 最 大 の 自 然 保 護 の 民 間 団 体(NGO)。http://www.ww£org

6)http://www.env.go.jp

7)http://www.maff.go.jp

8)http://www.jata-net.or.jp

9)http://www.ecotourism.gr.jp

10)http://www.ecotourism.org

11)http://www.ecotourism.org.au

12)http://www.nacsj.or.jp

13)http://www.astanet.com

14)http://www.matta.org.my

15)http:///www.nrw-tourismus.de

16)http://ecozy.fc2web.com
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